


現在、有機化学合成によって生成した物は、非常に多岐にわたる分野で幅広く使われています。今回作った染料にしても、絹や羊毛などの動物繊維の染色だけでなく、驚いたことにオレンジジュースの色をつけるのにも利用されているそうです。


そのように多くの分野で有機化学合成は役立っているのですが、今回の実験でさえも自分達が数多くの失敗をしてきたことを考えても、有機化学合成、特にベンゼンを基本にした合成を発見し、そこからさらに多くのものを作り出す反応を見つけ出して来た先人達の努力と才能には、敬意を表すばかりです。


そして自分達自身で、彼らの足跡を学びながら、自ら考えて、新しい発見の連鎖の担い手になっていくべきだと思いました。





結果と考察





ベンゼンからニトロベンゼンの合成実験や、ニトロベンゼンからアニリンを合成する実験では、精製過程における『水洗』や『エーテル抽出』や『水蒸気蒸留』などの操作の方法やこつを十分に理解していなかったので、無駄に『収率』を落としてしまいました。しかし、最終的には反応通りの物質は得られたので、課題研究の目的のひとつである『有機化学合成の操作の理解』については達成されたと思います。


アニリンからスルファニル酸を合成する実験では、見た目にも成功だとはっきり言えるほど美しい結晶を得られました。『ベンゼンからアニリンを合成する実験』での反省を生かすことができてよかったです。


『オレンジⅠ』『オレンジⅡ』を合成する実験は一番おもしろかったです。特にカップリングの際に溶液同士が触れ合ったところから急に鮮やかな色になっていく様子は見ものです。


どの実験についても、初めての経験で大小いろいろな失敗もしたけれど、逆に失敗することで試薬や反応の特徴などを知り、操作上の留意点を考えることができたので、その点では自分たちの実験は意味深いものだったと思います。





終わりに








